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織
集
会
に
初
め
て
参
加
し
た
香
川
公
務

公
共
一
般
労
組 

宮
本
執
行
委
員
長
よ

り
、
自
治
労
連
運
動
二
十
年
間
の
「
三
原

則
」
と
「
二
つ
の
路
線
」
の
実
践
か
ら
三

十
万
人
を
め
ざ
す
取
り
組
み
は
時
代
の

要
請
で
あ
る
と
す
る
自
治
労
連
の
成
長

し
て
い
る
姿
に
感
銘
を
受
け
た
こ
と
や
、

大
西
元
全
大
協
委
員
長
の
「
組
織
拡
大
に

対
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
情
熱
い
か
ん
で
前

進
す
る
」
講
演
か
ら
、
香
川
で
の
具
体
的

目
標
を
提
起
し
大
奮
闘
す
る
決
意
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

 

  

実
践
報
告
で
は
、
さ
ぬ
き
市
職
員
組
合 

岩
部
委
員
長
か
ら
、
昨
年
二
月
の
第
一
回

組
織
集
会
の
後
、
保
育
所
・
児
童
館
職
場

訪
問
を
開
始
し
昨
年
末
の
〇
九
春
闘
要

求
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
八
〇
人
か
ら
協
力

し
て
も
ら
い
、
三
人
か
ら
組
合
加
入
申
し

入
れ
が
あ
っ
た
こ
と
や
雇
用
不
安
を
持

つ
非
正
規
職
員
に
、
団
結
し
て
権
利
を
守

る
活
動
を
す
す
め
、
拡
大
基
調
を
本
格
化

さ
せ
る
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

香
川
公
務
公
共
一
般
労
組
の
ヘ
ル
パ

ー
職
場
か
ら
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
人
手

不
足
か
ら
職
員
は
忙
し
す
ぎ
て
利
用
者

に
不
便
を
か
け
た
り
怪
我
を
さ
せ
た
り

し
て
い
る
。
在
宅
ヘ
ル
プ
で
は
今
後
増
加 

 

「
す
べ
て
の
自
治
体
・
公
務
公
共
関
係

労
働
者
を
視
野
に
、
生
き
生
き
と
し
た

職
場
活
動
・
要
求
闘
争
を
す
す
め
、
次

世
代
育
成
と
県
本
部
確
立
を
め
ざ
す
運

動
を
前
進
さ
せ
よ
う
」
と
二
月
七
日
、

高
松
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
三

単
組
か
ら
八
人
の
参
加
の
も
と
で
第
二

回
組
織
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

集
会
で
は
「
特
別
報
告
」「
基
調
報
告
」

「
実
践
報
告
」「
討
論
」
が
行
わ
れ
、
自

治
労
連
結
成
二
〇
周
年
を
迎
え
る
今
年

の
「
〇
九
春
の
組
織
拡
大
月
間
」
で
、

香
川
で
増
勢
に
転
じ
る
意
思
統
一
が
図

ら
れ
ま
し
た
。 

 

来
賓
の
酒
井
香
川
県
労
連
議
長
よ

り
、
県
下
の
公
立
病
院
・
民
間
職
場
の

現
状
報
告
と
雇
用
の
確
保
・
創
出
を
図

る
中
、
中
長
期
的
視
野
で
組
織
強
化
拡

大
運
動
へ
と
の
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
受

け
ま
し
た
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

特
別
報
告
で
は
、
自
治
労
連
顧
問
・

駒
場
忠
親
さ
ん
の
ー
自
治
体
労
働
運
動

の
歴
史
に
新
し
い
時
代
を
刻
ん
だ
自
治

労
連
の
二
〇
年
―
「
住
民
と
自
治
体
・

公
務
公
共
関
係
労
働
者
の
信
頼
に
こ
た

え
る
明
日
の
自
治
労
連
を
め
ざ
し
て
」

の
講
演
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
合
わ
せ
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

基
調
報
告
は
、
一
月
十
七
〜
十
八
に

開
催
さ
れ
た
自
治
労
連
第
二
十
一
回
組

す
る
重
度
の
利
用
者
に
対
応
す
る
知
識

や
感
染
症
対
策
な
ど
安
全
の
シ
ス
テ
ム

化
が
さ
れ
て
い
な
い
。
ヘ
ル
パ
ー
へ
の
遠

慮
な
ど
か
ら
一
人
暮
ら
し
の
利
用
者
の

意
見
が
制
度
に
反
映
さ
れ
に
く
い
。
こ
の

ま
ま
で
は
介
護
保
険
制
度
は
成
り
立
た

な
く
な
る
と
思
う
。 

仲
間
を
増
や
す
に
あ
た
っ
て
は
、
周
り

を
見
る
と
誰
か
と
つ
な
が
っ
て
い
た
い

と
考
え
る
人
は
た
く
さ
ん
い
る
と
思
う
。

し
か
し
、
会
社
へ
は
月
に
二
回
仕
事
の
事

務
報
告
に
行
く
程
度
で
、
日
頃
は
単
独
で

働
い
て
い
る
の
で
他
の
ヘ
ル
パ
ー
と
の

接
触
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
複
数
介
護
に
な

る
入
浴
ヘ
ル
プ
で
た
ま
に
顔
を
合
わ
す

程
度
と
の
職
場
状
況
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
組
合
加
入
し
た
ら
共
済
に

入
れ
る
こ
と
や
学
習
会
に
参
加
で
き
る

ほ
か
に
、
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
と
の
質
問
が

出
さ
れ
、
団
体
交
渉
で
要
求
実
現
や
情
報

交
換
が
出
来
る
こ
と
や
最
新
の
情
報
提

供
が
受
け
ら
れ
る
な
ど
労
働
組
合
の
意

義
や
権
利
に
つ
い
て
参
加
者
が
意
見
を

出
し
合
い
新
鮮
な
討
議
に
な
り
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さ
ぬ
き
市
民
病
院
職
労
・
植
村
書
記
長

か
ら
は
、
看
護
師
不
足
で
有
給
休
暇
が
自

由
に
取
れ
ず
、
部
長
が
病
棟
現
場
に
入
っ

て
い
る
状
態
。
こ
の
間
の
協
議
で
、
外
来 

 

宿
直
明
け
の
日
勤
が
午
前
中
の
み
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宿
直
明
け
の
日
勤
が
午
前
中
の
み
に
な

っ
た
。
春
の
運
動
で
、
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
、
三
六
協
定
の
確
認
書
の
協
議､

改
革
プ
ラ
ン
の
学
習
会､

本
田
宏
医
師
の

講
演
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
る
会
な
ど
の
計
画
が

あ
る
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

       

道
州
制
・
公
務
公
共
職
場
の
民
営
化
・

官
民
の
雇
い
止
め
、
派
遣
切
り
に
対
応
す

る
自
治
体
の
役
割
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
働
い
て
い
る
私
た
ち
自
治
体
・
関

連
労
働
者
の
自
己
実
現
を
図
る
た
め
に
、

地
域
住
民
の
生
活
向
上
と
結
合
し
た

日
々
の
取
り
組
み
を
進
め
る
中
で
、
愚
痴

を
言
い
合
い
、
意
見
を
交
わ
し
働
き
が
い

を
模
索
す
る
自
治
労
連
運
動
の
仲
間
を

増
や
す
交
流
と
意
思
統
一
が
で
き
ま
し

た
。 
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〇
分
未
満
と
生
活
介
護
三
〇
分
〜
一

時
間
未
満
に
限
定
し
た
引
き
上
げ
に

し
て
い
る
。
厚
労
省
通
知
で
も
あ
る

移
動
時
間
・業
務
作
成
時
間
等
の
賃
金

保
障
が
得
ら
れ
る
報
酬
に
は
届
い
て

い
な
い
。ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
独
立

性
と
中
立
性
を
求
め
て
、特
定
事
業

所
加
算
の
算
定
要
件
を
厳
し
く
し
て

い
る
が
、東
京
の
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
の
６
２.

５
％
が
営
利
法
人
で
あ

り
、一
方
で
区
市
町
村
や
社
協
の
自
治

体
な
ら
び
に
公
的
セ
ク
タ
ー
で
の
実

施
は
２.

１
％
（平
成
２
０
年
３
月
１
日

現
在
）で
し
か
な
い
こ
と
を
思
え
ば
、

期
待
す
る
の
は
難
し
い
。
ま
た
、
通
所

予
想
と
お
り
分
科
会
は
、同
日
付
で

諮
問
と
お
り
答
申
し
た
。既
に
レ
ー
ル

は
敷
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
内
容
は
、介
護
従
事
者
の
人
材

確
保
・処
遇
改
善
、医
療
と
の
連
携
や
認

知
症
ケ
ア
の
充
実
、効
率
的
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
で
あ
る
が
、こ
れ
ら
は
大
方
、六
月

か
ら
九
月
に
か
け
た
分
科
会
で
検
討

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

東
京
介
護
福
祉
労
働
組
合 

清
沢
聖

子
書
記
長
は
、今
回
の
改
定
の
問
題
点

を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。 

訪
問
介
護
に
つ
い
て
は
処
遇
改
善
の

必
要
性
を
唱
え
な
が
ら
、身
体
介
護
三

 
労働組合運動史（戦後労働運動の高揚その1） 

 

戦後再開された労働組合運動は、最初は単位組合

の単独的な争議が相互の連絡もなく行われていま

したが、昭和20年の12月頃から、三菱重工業東京機

器製作所や、東京芝浦電気川崎地区等に現れている

ように、同一資本下、あるいは近隣工場における共

同闘争が行われるようになりました。このような共

同闘争による自然成長的な組織の結合が行われる

一方、計画的に各単位組合を、主として地域的に結合

させる動きも次第に現れてきました。すなわち昭和

20年12月25日には神奈川県第1回工場代表者会議

が開かれ、神奈川県下21工場の代表が集まり共同闘

争の展開を決議したのであります。続いて東京にお

いても城南、城東、城西等の各地区で協議会が結成

されました。共同闘争を母胎として生み出されたこ

れらの協議会は、組織的な共同闘争の指導機関とな

り、東芝川崎地区6工場、日本鋼管鶴見工場等の争議

は神奈川県労働組合協議会に、日本起重機、電業牡

の争議は城南地区協議会にという形でそれぞれ地

域的な指導体に指導されて大きな成果をあげるこ

とができました。  

このような地区的組合の基礎の上に更に大きな

地方的結合体として結集した関東地方労働組合協議

会は、漸次全国的単一産業別組合に再編成を行った

結果、昭和21年2月21日いち早く産業別整理を終っ

た日本新聞通信労働組合の主唱により、全国産業別

労働組合会議準備会の発起人会が開催されること

になりました。 (以下次号) 

 

介
護
の
単
価
を
月
の
平
均
利
用
延
人

員
が
九
百
人
を
超
え
る
大
規
模
事
業

所
に
限
定
し
た
報
酬
引
き
上
げ
に
し

て
お
り
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
中
心
に
し
た
小
規

模
事
業
所
は
淘
汰
さ
れ
、介
護
労
働
者

は
解
雇
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
。
さ
ら
に
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

退
院
・退
所
に
関
す
る
医
療
と
の
連
携

と
訪
問
介
護
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加

算
に
大
き
く
加
算
を
付
け
て
い
る
な

ど
は
、療
養
型
病
床
か
ら
在
宅
へ
の
誘

導
を
進
め
、そ
の
在
宅
生
活
を
支
え
る

訪
問
介
護
労
働
者
の
報
酬
は
短
時
間

に
縮
小
す
る
あ
り
方
は
、
疾
病
を
抱

え
る
高
齢
者
と
家
族
の
暮
ら
し
を
破

綻
に
追
い
や
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。 

 

見
過
ご
せ
な
い
の
は
、
厚
生
労
働
省

は
報
酬
の
３
％
引
き
上
げ
を
実
施
し

な
が
ら
、
一
方
で
０
９
年
４
月
か
ら
の

労働組合とは 

要
介
護
認
定
の
全
面
的
見
直

し
を
行
お
う
と
し
て
お
り
、

介
護
給
付
抑
制
の
た
め
に

「入
り
口
」か
ら
徹
底
し
て
締

め
付
け
る
内
容
に
な
っ
て
い

る
。し
か
も
、国
民
不
安
の
一

つ
に
も
な
っ
て
い
る
認
知
症

の
利
用
者
に
絞
っ
た
締
め
付

け
で
生
活
状
況
を
大
幅
に
制

約
さ
せ
る
あ
り
方
は
、介
護

現
場
ば
か
り
か
国
民
を
愚
弄

し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。 

(

以
下
次
号)

 (

文
責
野
口) 

 

今後の予定 

 

2月13～15日(日)13:30～ 第34回自治体政策セミナー 姫路市 

2月17日(火)18：30～  消費税増税なんてトンでもない・集会 高松市民文化センタ

ー 

2月20～21日(土)    香川県労連・全国一斉労働相談ほっとライン 

2月26日(木)18：20～  さぬき市職員組合「愚痴を言う会」 長尾組合事務所 

3月3日(火)12：20～  09春闘四国総行動 JR高松駅前・パレード・人事院局他交渉 

全労連四国地区協 

3月14日(土)10：00～  自治労連３単組代表者会議 県事務所 

3月19～20日(金)    第3回組織拡大専任者研修会 熱海  


